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ABSTRACT.  This development is aimed at providing an information user with "an intuitive information 
image" by displaying the information (metadata) expressing how contents are constituted as a 3-dimensional CG 
picture arranged in space with depth. At first, the attribute of many dimensions is set up from the information 
included in contents. To the next, the correlation coefficient between contents is calculated using a neural network, 
and contents are displayed on 3-dimensional space based on the correlation coefficient. Thus, the information 
which was hidden in the numerousness of informational quantity or the depth of a class had been overlooked as 
bird's-eye view. The "conspectus information" which is hard to grasp by the conventional search engine can be 
acquired in this way. 

１．背景 

データ通信の普及による情報コンテンツの急増・大
容量化・マルチメディア化に伴い情報索引システムの
必要性は高まっており、公的な記述スキーマとしては、
W3C による勧告案 "Resource Description Framework 
(RDF) Schema Specification" (1999-3) や、標準的
な特徴量の記述子セット提供する MPEG-7（2001 年 9
月に標準化の予定）などが挙げられる。 
しかしこれらを踏まえた現実的なソリューションに
ついては、提案が待たれているのが現状であり、現実
に広範に用いられているのは Web 上での文字列検索サ
ービスが主なものとなっており、「特定のテーマに基
づいて解析された知識群の獲得」や、「公開された情
報の、利用者視点による再配置」を実現する普遍的な
システムは未だ存在していない。 
 
本開発では上記の公的なスキーマを踏まえつつ、現
実の情報利用者の行動を想定して「知識発見の仕組
み」の開発を試みた。  

２．目的 

本開発は、コンテンツがどのように構成されている
かを表現する情報（メタデータ）を奥行きのある空間
に配置された３次元 CG 画像として表示する事によっ
て、情報利用者に「直感的な情報像」を提供する事を
目的とする。 
 まずコンテンツに含まれる情報から多次元の属性

を設定し、設定された属性からニューラル・ネットワ
ークを用いてコンテンツ間の相関係数を計算し、これ
を基にして３次元空間上にコンテンツを表示する。 
 これによって情報の量の多さや階層の深さに隠されて
見過ごしていた情報を俯瞰的に表示する事が出来る。す
なわち従来の検索システムでは把握しにくい「総覧情
報」を得ることが出来る。 

３．手法 

上記の「知識発見の仕組み」を実現する手段として、
本システムでは以下のような手法を採用した。 
 
個々の情報を、奥行きのある三次元空間に配置され

た三次元ＣＧオブジェクトとして表示する為に、三次
元ＣＧを使用する。 
すなわち、情報を三次元ＣＧによる物体の重なり合

いとして表示することにより、個々の情報の相関やカ
テゴリ毎の情報のボリュームを俯瞰的に見ることで
「情報の所在の見当識」を得られるようにする。 
 
また、ユーザ毎による定義や、データ情報自身が保

持している多次元の属性情報を、ニューラル･ネットワ
ークによってベクトル化（自己生成マップ化）し、こ
のベクトルを三次元 CG の表示座標として利用する事
で自己生成マップの三次元ＣＧ表示を行う。 
 
上記の自己生成マップについては、ＳＯＭ

( Self-Organizing Maps)理論[1]､[2]に基づいて独自
にライブラリを記述し、サーバ･アプリケーションとし



た。 
ＳＯＭによってデータ間の類似度を情報空間におけ
る距離として求め、似ているデータを近くに配置する，
つまり自動分類を行う。 
 
さらにコンテンツ・セレクションの理想を推し進め
ると、「ユーザが情報を知るのではなく、情報がユー
ザを知っている。」、すなわち分類がユーザの視点で
行われ、ユーザ毎に定義が存在することになる。 
 
本開発では、情報群に対する多次元のカテゴリ・属
性情報を、ユーザの評価視点（これを本開発において
は Facet(切り口面、様相)と呼ぶ。）として保持し、
一つの情報群に対して複数の視点からの評価を可能と
するようなメタ･データ・サーバを開発する。 
 
さらに視覚的な変化のためだけに個別の情報を各
WWW サーバに問い合わせる必要をなくし、高い応答性
を保つ為に「メタ・データ・サーバ」にＳＯＭの計算
結果を予め展開する。 
 
本開発の適用対象として、身近に偏在し、マルチメ
ディア情報（画像・音声・テキスト）のサンプリング
が比較的容易なＣＤ（コンパクト･ディスク）を選択し、
“ＣＤ試聴データ情報提供システム”を想定して、設
計・評価を行う。 

４．システムの構成と機能 

 

（１） ハードウェア構成と機能 
以下に構成を図示し、機能を解説する。 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図１ ハードウエア構成

 
a) ユーザＰＣ 

ＷＥＢブラウザが動作し、ファセットデータサーバ
が出力する Web３Ｄデータを表示するためのプラグ
インがインストールされている。 

b) 管理用ＰＣ 
ファセットデータサーバおよびメタ・データ・サ

ーバを管理するためのＰＣである。 
ＷＥＢブラウザが動作し、ファセットデータサーバ
が出力する Web３Ｄデータを表示するためのプラグ
インがインストールされている。 

c) メタ・データ・サーバ 
あらゆるマルチメディアデータを一元的に管理す
るためのメタ・データ情報を付加したメタデータ・
マルチメディアサーバ。 

d) ファセットデータサーバ 
メタ・データの三次元情報地図をバックエンドで

計算し、ユーザの入力に対して Web3D データを生成
するサーバ。 
 

 

（２） ソフトウエアの構成と機能 
以下に構成を図示し、各機能を解説する。 
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図２ ソフトウエア構成 
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マスタ情報登録機能 a) 

b) 

c) 

d) 

e) 

管理 PC 上でクライアントプログラムとして動作
し、CD マスタ情報および CD マップ属性情報をメタ・
データ・サーバに登録する機能。 

情報地図計算機能 

サーバ上で動作し、データの属性情報を入力とし
て相関の距離を自動計算の上、空間的距離として計
算し、その時の相関パラメータを Facetデータとし
て記述する機能。 

メタ･データ･サーバ機能 

上記 a) , b) および d) での設定を受け付け、クラ
イアントからの要求に応じてデータを提供するサー
バ機能。 

描画用データ変換/リンク機能 

VRML によって記述された描画用データを、メタ･
データとリンクしたアニメーションデータとして
W3D フォーマットに変換し、サーバ上に登録する機
能。 

三次元図像描画クライアント機能 

d) によって変換されたWeb3Dデータおよび
ShockWave3Dデータを、ブラウザ上に表示し、アニ
メーションなどのコントロールを行う機能。 

 

以上により情報の相関の距離が、表示画面上における
空間的距離、及び表示図像の輝度または彩度、あるいは
サイズの変化として表示される。 
 これによって、情報の階層構造が一覧でき、最初か

ら階層の下位にある情報についての存在の有無、および
他の情報との関連を容易に把握できる。 
 各情報の間の関連については、表示画面上での三次

元的な位置関係として表示される。例えば、類似の情報
が画面左右方向に近接して表示され、情報の系列が類似
している場合は前後（画面奥行き方向の深さ）で表示さ
れる。 
 そして、このような表示を繰り返して観察し利用す

ることで、当該情報また情報群の位置関係が直感的に把
握され、利用効率が向上する。 

 

５．適用成果 

今回適用対象とした“CD 試聴データ情報提供システ
ム”を例にとり、自動分類を適用した場合としなかった
場合を比較した。 
まず使用した CD のマスタ・データの一部を表１に示す。 
このデータは適用例全てについて共通のデータである。 

 

 

 

表１ CD マスターデータの一部 

 

 
 
 
 このデータに基づいて構成した、１．階層型、２非階
層型の二例の表示例を次に示す。 

 
 
 

 



 
図３ 階層型表示（手動分類） 

 

 
図４ 非階層型表示（手動分類） 
 
上記二例についてはいずれも予め分類項目を用意し、

分類や情報項目に更新がある度に、適合する分類と情報
項目について検討しなければならない。 
 
次に SOM による類縁性計算の結果を示す。 
 
実際に使用した属性データの一部を以下に示す。 
 
表２ 属性データの一部 

 

このデータを基に、属性数２７（27 次元）、対象項目
数 153 で SOM 計算を行った。 
その結果について次に図示する。 
 

 
図５ SOM 型表示（自動分類） 
 
この SOMの表示について、各部を詳細に観察して

特徴を分析する。 
まず、通常の分類視点に合致するものを次に列挙す

る。 
 

 
図６ 女性ヴォーカルのクラスタ 
 

 

   
  図７ クラシック音楽のクラスタ 
 
  

   
  図８ サウンド･トラック･クラスタ 



                                     
 図９ ジャズ･クラスタ 
 
図６から図９によって次の様に評価する事が出来る。 
 
・「女性ヴォーカル」については良く集合していると
考えられる。 
・「クラシック」については右から左へと、画面上辺
の幅一杯に分散しており、良く集合しているとは言
い難い。 
・ この原因としては、クラシック関連の属性数（５）
に対してサンプル数（２２）が少なかった事が考え
られる。 
・「サウンド･トラック」についてはある程度集合して
いるが、他の属性によってベクトルが引き寄せられ
ている傾向が伺える。 
・これは「サウンド･トラック」が特定の音楽的傾向に
束縛されるものではない事から、妥当な結果だと考
える。 
・「ジャズ･クラスタ」はサンプル数が少な過ぎるので、
ここから傾向を云々するのは適当でないかも知れな
いが、他のクラスタとは異なり縦系列に興味深い傾
向を見出したので、この点について図示した上で解
説する。 

 

 

図１０ 縦系列の相関 
 
図１０において、画面左下にジャズ群が、左上には女
性ヴォーカル群が、中央左よりにはワールド（民族音楽
を要素とする音楽）群が、画面右下にはブリティッシュ・
ロック群(図１１)が、右上には坂本龍一関連群（図１２）
が分布している。 
 
 

 

 
図１１ ブリティッシュ･ロック・クラスタ 

 

 
 図１２ 坂本龍一関連クラスタ 
 
 この内、「ジャズ」「女性」「ワールド」に関しては、
属性が存在するが、「ブリティッシュ･ロック」「坂本龍
一」という属性は存在しない。 
 
 従って明示的に分類を指定していないにも関わらず、
情報の傾向によって自動分類された、と考えられる。 
 
 以上から SOM による類縁性評価は、通常のカテゴリ分
類に加え、明示的に示されない傾向も含めて表示できる、
という本開発の狙いどおりの可能性を示せたと考える。 
 

６． 今後の課題 

（１） 「カテゴリ/属性」項目の検証 
情報地図計算機能による Facetの作成を多数回試

行する事により、より有意な属性項目の設定が可能
になると考えられる。 

（２） 奥行き座標（Z座標）に関する試行 
今回の適用では Z座標を「発売年月日」の関数と

したが、これ以外の選択肢も存在すると考えられる。
様々な関数を Z座標に適用する事で応用の可能性が
広がるものと考える。 

（３） 情報地図そのもののパターン･マッチ評価 
属性ベクトルのパターン分析に留まらず、地図上

の分布パターンそのものの評価法を検討する事で、
現在「バスケット分析」などによって実行されてい
る「Recommendation System」としての応用が考えら
れる。 
 
 
 
 



（４） 文書ファイル（PDF など）への適用 
今回は準備が整わず見送ったが、文書ファイル中
の不定形文書からのキーワード抽出および属性分析
は、知識獲得において有意な結果をもたらし、現在
の検索サービスに対して新しい可能性をもたらすと
考える。 

（５） メタ･データと表示データとの動的リンク 
現在は時間が掛かりすぎる、という理由でメタ･
データの追加と同時に表示が更新される機能が実現
されていないが、今後の手法開発によって可能性を
探る必要があると考える。 

（６） 属性名の画面への表示 
既知のデータであれば分布の根拠を類推し易いが、
初見のデータ群では分布の傾向を把握するのに時間
が掛かる。把握効率を向上させる為に、データ登録
者が予め分布傾向にテキストでコメントを付け、こ
れを表示する為の手法を開発すべきだと考える。 
現在までの実験ではウインドウズのツール･チッ
プス機能を利用すると極端に表示速度が低下する事
が分かっているので、別の方法を採用するか、高速
にツール･チップスを表示させる方法を見つけるか、
検討する必要がある。 

（７） 描画能力の向上 
今回は表示系に W3D 技術を採用したが、この技術
へのさらなる最適化、もしくは独自表示技術の開発
によって描画能力の開発の必要があると考える。 

 

７． 参加企業及び機関 

企画室 大川 
株式会社ビーノイ 
株式会社コバルト 
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